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平
成
29
年
５
月
29
日
、
川
本

町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
29
回
通

常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
総
代
定
数
２
１
０

名
の
う
ち
１
９
５
名（
う
ち
委

任
状
16
名
、
書
面
議
決
書
49

名
）の
出
席
に
よ
り
開
か
れ
、

大
石
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、

邑
智
郡
町
村
会
会
長 

景
山
良

材
美
郷
町
長
、
西
部
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー 

田
邊
裕
彦
所
長
の

お
二
人
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。

議
長
に
は
川
本
町
の
尾
﨑
順

和
氏
を
選
任
し
、
全
議
案
と
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

� （単位：円）
科　　目 積算内訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 6,452,842
Ⅱ　剰余金処分額

　１　法定準備金 当期剰余金の20％以上 300,000
　２　任意積立金 4,000,000 4,300,000
Ⅲ　次期繰越剰余金 2,152,842
脚注　�１．次期繰越剰余金中、教育情報資金は 100,000 円である。�

２．任意積立金の種類は、機械・施設整備積立金である。

第
29
回  

通
常
総
代
会

平
成
₂₈
年
度
は
、
４
月
の
熊
本
大

地
震
か
ら
始
ま
り
、
₁₀
月
に
阿
蘇
山

の
噴
火
や
異
常
に
勢
力
の
あ
る
台
風

の
上
陸
な
ど
、
数
々
の
自
然
災
害
で

多
く
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
が
、
年
々
、
表
面
化

し
危
険
の
大
き
さ
や
脅
威
が
増
し
つ

つ
あ
る
現
状
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

念
願
の﹁
林
業
予
算
の
安
定
﹂を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
平
成
₂₈
年
度
も

各
関
係
機
関
へ
林
業
関
係
者
と
共
に

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
林
業
予

算
は
必
要
な
金
額
を
当
初
予
算
で
確

保
で
き
て
お
ら
ず
、
不
安
定
な
補
正

に
頼
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
安
定
し

た
事
業
量
の
確
保
、
安
心
し
て
雇

用
の
確
保
や
維
持
が
で
き
な
い
な

ど
、
不
安
定
な
事
業
運
営
を
も
た
ら

す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
担
い
手
を
確
保
し
、
事
業
計
画
を

達
成
す
る
た
め
に
、
必
要
な
予
算
を

当
初
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
二
酸
化
炭
素
森
林
吸

収
源
対
策
費
の
財
源
を
林
業
予
算
で

な
い﹁
新
た
な
財
源
﹂と
し
て
、
確

保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
要
望
し

ま
し
た
。

木
材
需
要
の
目
安
で
あ
る
島

根
県
の
新
設
住
宅
着
工
数
は
、 

３
，４
７
７
戸
で
前
年
対
比
₁₂
・
６
％ 

増
と
な
り
ま
し
た
。
相
続
税
の
改
正

が
影
響
し
、
島
根
で
も
賃
借
目
的
の

貸
家
の
新
設
が
₂₄
・
４
％
増
え
ま
し

た
。
国
産
材
需
給
は
、
前
半
供
給
が

過
剰
気
味
と
な
り
、
安
値
水
準
の
相

場
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
雨

や
台
風
の
影
響
で
作
業
が
進
ま
ず
出

材
量
が
減
少
し
た
こ
と
、
秋
口
か
ら

製
品
需
要
が
増
加
し
、
丸
太
の
不
足

が
出
て
全
国
的
に
は
値
上
が
り
を
し

ま
し
た
が
、
地
元
、
江
の
川
木
材
共

販
市
場
の
ス
ギ
平
均
単
価
は
、
年
間

を
通
じ
て
概
ね
８
千
円
台
、
ヒ
ノ
キ

も
₁₂
千
円
台
と
変
化
の
少
な
い
年
で

し
た
。
新
設
住
宅
着
工
数
の
増
工

で
、
国
産
針
葉
樹
合
板
の
需
要
は
多

く
な
り
、
当
組
合
も
合
板
用
丸
太
の

出
荷
量
を
前
年
度
に
比
較
し
て
数
量

１
５
３
％
、
売
上
額
１
４
４
％
と
多

く
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

販
売
事
業
は
、
合
板
・
製
材
生
産

性
強
化
対
策
事
業
で
間
伐
材
を
搬
出

し
、
合
板
用
丸
太
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
用
丸
太
と
し
て
供
給
を
行

い
ま
し
た
。
林
産
事
業
で
は
主
伐

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
製
紙

用
チ
ッ
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

チ
ッ
プ
等
の
原
木
供
給
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
加
工
事
業

で
は
、
製
紙
用
チ
ッ
プ
を
昨
年
対
比

１
０
６・
４
％
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

チ
ッ
プ
は
、
昨
年
対
比
１
４
５
％
納

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

森
林
整
備
事
業
は
、
二
酸
化
炭
素

吸
収
源
対
策
の
た
め
の
保
育
・
搬
出

間
伐
事
業
が
主
な
も
の
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
森
林
総
研
分
収
契
約

地
の
新
規
契
約
を
は
じ
め
、
事
業
確

保
に
努
め
ま
し
た
。
新
植
に
必
要
な

山
行
苗
の
生
産
を
行
い
、
植
栽
苗
は

地
元
産
を
用
い
る
よ
う
数
量
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
対
策
は
、
毎
月
安

全
衛
生
委
員
会
で
指
導
事
項
を
審
議

し
、
月
初
め
の
安
全
衛
生
会
議
で
全

員
に
周
知
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
₂₄
日
に
安
全
祈
願
祭
、
安
全
衛

生
大
会
を
実
施
し
、
大
会
後
に
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
中
四
国
安
全
衛

生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
の
山
岡

和
寿
先
生
に﹃
安
全
確
保
を
科
学
す

る
﹄、
農
林
中
央
金
庫
次
長
の
和
田

隆
樹
講
師
に﹃
事
業
活
動
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
﹄の

講
義
を
受
け
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
計

画
対
比
で
販
売
部
門
₉₇
％
、
加
工

部
門
１
１
７
％
、
森
林
整
備
部
門

₉₅
％
、
総
事
業
取
扱
量
１
０
０
％
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
実
績
対
比
で
は
、

１
０
２
％
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
当
期
剰
余
金
１
４
４ 

万
円
、
繰
越
剰
余
金
５
０
１
万
円
、

合
わ
せ
て
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
、

６
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
年
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支

援
、
関
係
当
局
や
林
業
関
係
機
関
各

位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
賜
と
深
く
感

謝
す
る
と
共
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
28
年
度

事
業
報
告
総
括
事
項

平
成
28
年
度

剰
余
金
処
分
案

挨拶をする大石組合長
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事
業
状
況

販
売
部
門

一
．
合
板･
製
材
生
産
性
強
化
対
策
事

業
で
路
網
整
備
を
行
い
、
低
コ
ス
ト

で
間
伐
材･

未
利
用
材
等
の
供
給
を

行
っ
た
。

一
．
事
前
計
画
書
に
従
い
、
所
有
者
の

理
解
を
得
て
伐
採
業
者
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
造
林
地
確
保

に
努
め
た
。

一
．
木
材
生
産
関
係
を
流
通
課
に
集
中

さ
せ
、
本
支
所
間
の
連
携
を
深
め
、

人
と
機
械
配
備
の
効
率
を
進
め
、
増

産
化
を
図
っ
た
。

一
．
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
提

案
型
を
森
林
経
営
計
画
に
沿
っ
て
実

施
し
、
計
画
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

一
．
公
共
建
築
物
の
計
画
が
無
く
、
地

産
材
の
直
接
供
給
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
．
形
状
、
品
質
に
応
じ
適
切
な
造
材

に
努
め
、
市
場
、
合
板
工
場
、
チ
ッ

プ
工
場
等
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
工
部
門

一
．
針
葉
樹
チ
ッ
プ
の
原
材
料
置
場
を

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
集
荷
体
制
支
援
事

業
で
整
備
し
た
。

一
．
原
材
料
の
確
保
に
努
め
、
製
紙
及

び
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
生
産
増
に
努

め
た
が
、
販
売
単
価
の
上
昇
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

一
．
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
﹁
ゆ
め
み
ど
り
﹂
の

営
業
を
純
鉄
の
販
売
に
併
せ
行
っ

た
。バ
ラ
売
り
の
撒
布
等
に
応
え
た
。

一
．
建
設
工
事
の
発
注
減
に
伴
い
、
処

理
及
び
収
集
運
搬
の
事
業
が
縮
小
し

た
。

一
．
再
生
事
業
で
は
、
特
に
法
の
遵
守

に
努
め
た
。

一
．菌
床
榾
木
の｢

島
根
県
エ
コ
ロ
ジ
ー

推
奨｣

の
認
証
を
平
成
₂₈
年
度
も
受

け
、
優
良
榾
木
の
生
産
を
行
っ
た
。

一
．
菌
床
し
い
た
け
生
産
農
家
の
次
年

度
生
産
個
数
増
加
に
至
る
と
共
に
、

今
年
度
の
販
売
も
増
加
し
た
。

一
．
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
し
た
菌
床
し
い

た
け
栽
培
方
法
の
提
案
を
行
っ
た
。

一
．
オ
ガ
コ
生
産
は
、
最
適
な
原
木
の

確
保
に
努
め
た
。

森
林
整
備
部
門

一
．
事
業
実
施
計
画
の
あ
る
と
こ
ろ
を

森
林
経
営
計
画
に
新
規
・
変
更
し
て

対
応
し
、
負
担
金
の
軽
減
化
に
努
め

た
。

一
．
荒
廃
人
工
林
を
県
民
再
生
の
森
事

業
で
、
手
入
遅
れ
の
人
工
林
は
造
林

具
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
良
質
で
安

価
な
物
資
の
斡
旋
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
た
。

一
．
下
草
等
の
生
え
て
い
な
い
人
工
林

を
間
伐
し
た
林
地
は
、
水
害
や
雪
害

等
の
災
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
災

害
に
備
え
て
貴
重
な
森
林
財
産
の
損

害
補
て
ん
を
確
保
す
る
森
林
保
険
の

加
入
促
進
に
努
め
た
。

一
．
地
籍
調
査
事
業
の
応
札
で
事
業
確

保
と
地
元
の
協
力
を
得
た
こ
と
で
、

期
限
内
に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

一
．
制
度
資
金
の
回
収
は
、
期
限
内
に

納
入
し
て
延
滞
金
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
早
め
に
予
告
通
知
を
行
っ
た
。

補
助
金
等
で
対
応
し
、
保
育
間
伐
を

実
施
し
た
。

一
．
優
良
山
行
苗
の
生
産
を
行
い
、
伐

採
跡
地
の
植
栽
を
行
い
再
生
し
、
森

林
の
保
全
に
努
め
た
。

一
．
組
合
員
所
有
林
の
森
林
経
営
計
画

を
策
定
し
、造
林
補
助
事
業
や
合
板・

製
材
生
産
性
強
化
対
策
事
業
等
で
要

望
に
応
え
た
。

一
．
国
有
林
の
入
札
に
積
極
的
に
参
加

し
、
事
業
確
保
に
努
め
た
。

一
．
治
山
事
業
の
入
札
で
保
安
林
整
備

の
受
注
、除
間
伐
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
調
査
事
業
の
委
託
を
受
け
、

調
査
し
た
。

一
．
各
苗
木
、
林
業
用
機
械
・
器
具
・

事
業
物
資
な
ど
、
県
森
連
や
機
械
器

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,198,936,366
２　事業総費用 1,027,680,160
　　　事業総利益 171,256,206
Ⅱ　事業損益
１　人件費 156,659,025
２　旅費・交通費 1,243,918
３　事務費 3,292,481
４　業務費 2,076,071
５　諸税負担金 5,923,791
６　施設費 9,504,524
７　雑　費 1,765,216
　　　事業管理費計 180,465,026
　　　事業利益 △ 9,208,820
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 23,095,685
２　事業外費用 11,917,918
　　　事業外損益 11,177,767
　　　経常利益 1,968,947
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 5,770,090
２　特別損失 5,391,026
　　　特別損益 379,064
　　　税引前当期純利益 2,348,011
　　　法人税、住民税及び事業税 904,500
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 1,443,511
　　　前期繰越剰余金 5,009,331
　　　当期未処分剰余金 6,452,842

緑の雇用育成収入 5,910

（単位：千円）

販売部門
加工部門
森林整備部門

事業総収益
1,198,936千円

指導事業 0
販売品 39,706

林産品
203,111

間伐品
133,559

その他 827
チップ製品 76,875

バイオマス品
137,668

再生品 47,398
菌床品 33,177

オガコ品 3,982

森林整備
279,394

治山工事
4,160

作業道工事
69,837

調査収入 36,553
利用料
81,174

その他 1,559
金融事業 165

購買事業 43,881
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運
営
の
基
本
方
針

平
成
29
年
度
事
業
計
画

森
林
法
の
一
部
改
正
が
施
行
と
な
る
今
年
度
で
は
、

国
産
材
の
安
定
供
給
、
森
林
資
源
の
再
造
成
の
確
保
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
３
本
を
柱
に
適
切

な
森
林
施
業
を
行
い
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
努
力
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
県
や
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
林

業
関
係
機
関
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
下
、
組
合
員

の
利
益
に
つ
な
が
る
施
業
の
集
約
化
、
組
合
員
が
預
け

て
い
る
各
分
収
林
地
の
施
業
、
戦
後
造
林
し
成
熟
期
を

迎
え
た
人
工
林
の
シ
カ
や
ク
マ
に
よ
る
被
害
防
止
に
努

め
、
循
環
利
用
で
き
る
山
づ
く
り
を
今
後
、
長
期
に
わ

た
り
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
課
題
で
あ
る
収
益
性
の
改
善
や
世

代
交
代
に
よ
る
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
・
関
心
の
低

下
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
低
コ
ス
ト
で
の
木
材
搬

出
な
ど
に
つ
い
て
、
全
従
業
員
の
共
通
認
識
と
し
て
重

く
受
け
止
め
、
先
進
地
事
例
や
研
修
会
等
を
通
じ
て
解

決
策
を
協
議
し
、
組
合
の
運
営
に
役
立
て
ま
す
。

ま
た
、
林
地
境
界
情
報
や
相
続
組
合
員
の
現
住
所
不

明
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
解
明
に
向
け
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
情
報
発
信
や
林
地

の
施
業
集
約
化
を
図
り
、
低
コ
ス
ト
で
木
材
を
搬
出
す

る
た
め
の
路
網
整
備
や
団
地
化
を
行
う
上
で
、
重
大
な

障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
林
業
の
低
迷
が
加
わ
っ
て
土

地
を
手
放
し
た
ま
ま
放
置
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
全
国
で
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は

₅₁
％
と
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
当
組
合
の
事
業
地
域
は
、

旧
瑞
穂
町
と
旧
石
見
町
を
除
き
終
了
し
て
お
り
、
今
年

度
も
入
札
に
参
加
、地
籍
調
査（
Ｅ
工
程
）事
業
を
行
い
、

林
地
境
界
の
確
定
に
努
め
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
を
成
す
た
め
に
は
、
循
環
型
林

業
を
確
立
し
、担
い
手
の
確
保
や
伐
採
技
術
者
の
養
成・

技
術
継
承
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
従
来
の

需
要
に
加
え
、
新
た
な
製
品
へ
の
活
用
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
へ
の
利
用
な
ど
拡
大
の
兆
し
に
、
木
材
供
給
量
の

増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
材
価
格
は
依
然
と
し

て
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
主
伐
に
よ
る
供
給
を
主
と
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
間
伐
に
よ
る

木
材
供
給
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し

か
し
、
間
伐
に
お
い
て
も
伐
採
木
の
す
べ
て
を
搬
出
す

る
と
不
採
算
が
発
生
す
る
林
地
も
あ
り
、
す
べ
て
を
綺

麗
に
出
せ
ば
経
営
を
圧
迫
し
ま
す
。
山
の
状
況
や
状
態

は
千
差
万
別
で
あ
り
、
施
業
方
法
、
検
査
合
格
条
件
、

純
利
益
の
最
低
確
保
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
事

業
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
た
め
、
林
地
に
伐
採
木
を
残
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
活
動
は
、安
全
衛
生
大
会
を
実
施
し
、

労
働
災
害
防
止
の
啓
蒙
を
勧
め
ま
す
。
心
身
の
健
康
対

策
と
し
て
健
康
診
断
の
実
施
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

参
加
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
各
事
業
所
の
安
全
衛
生

推
進
者
が
毎
月
実
施
す
る
安
全
衛
生
教
育
の
サ
ポ
ー
ト

を
安
全
衛
生
委
員
会
が
行
い
、
災
害
の
無
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
あ
ふ
れ
る
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。﹁
安
全
第
一
、
品
質
第
二
、
生
産
第
三
﹂を
指

針
と
し
て
、
事
業
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。　
　
　
　

員
外
・
法
第
９
条
９
項
に
基
づ
く
利
用
計
画
は
、
全

体
の
₂₇
％
で
計
画
し
て
お
り
、
組
合
員
の
た
め
の
事
業

の
遂
行
を
妨
げ
な
い
限
度
内
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
も
組
合
員
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上

並
び
に
森
林
の
保
続
培
養
及
び
森
林
生
産
力
の
増
進
に

努
め
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
緑
豊
か
な
森
林
資
源

を
適
正
に
整
備
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成29年度損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,164,206
２　事業総費用 985,699
　　事業総利益 178,507
Ⅱ　事業損益
１　人件費 150,552
２　旅費・交通費 1,277
３　事務費 4,214
４　業務費 4,986
５　諸税負担金 6,685
６　施設費 7,659
７　雑　費 2,087
　　　事業管理費計 177,460
　　　事業利益 1,047
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 21,191
２　事業外費用 13,207
　　　事業外損益 7,984
　　　経常利益 9,031
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 0
２　特別損失 0
　　　特別損益 0
　　　税引前当期純利益 9,031
　　　法人税、住民税及び事業税  905
　　　法人税等調整額 　
　　　当期剰余金 8,126
　　　前期繰越剰余金 2,153
　　　当期未処分剰余金 10,279
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は 100千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 １件当たり216円 その都度
林産物の受託販売手数料 売上額の100分の5.14 精算時
林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の10.28 〃
森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の10.28 交付時
受託森林整備手数料 事業費の100分の23.65 精算時
造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の14.40 〃
山林調査手数料 事業費の100分の10.28 その都度
森林保険関係手数料 保険金の100分の10.28 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の5.40
　300万円以下の金額に対して100分の5.40
　�300万円を超え1,000万円以下の金額に対し

て100分の3.24
　�1,000万円を超える金額に対して100分の

2.16

〃

諸証明手数料
１件５筆まで1,080円
　それを超える場合１筆につき216円

〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の2.16
　　貸付時　　　100分の2.16
　　次年度以降　100分の0.54

〃

面積測量手数料 事業費の100分の10.28 〃
その他 組合長において決定 〃

脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおります。
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平成 29 年 7月1日現在

総　　　　　代　　　　　会

代表理事組合長　　大石　良典 監　　事　　会

代表監事　　中原　良輝
監　　事　　佐々木孝義
監　　事　　寺本　　保

筆頭理事　　井上　直樹
理　　事　　山田　史朗
理　　事　　早弓　優憲
理　　事　　洲濵　敏宏
理　　事　　松田　直美
理　　事　　日高　峻宏

総 務 課

邑南支所

理　　事　　会

本　　　　　所

課

　
　長

　
　光
田

　明
裕

課
長
補
佐

　
　高
橋

　好
香

主

　
　任

　
　中
本
千
恵
美

主

　
　任

　
　佐
々
木
恵
子

主

　
　事

　
　尾
原

　純
子

整備課
課

　
　長

　
　細
貝

　一
司

課
長
補
佐

　
　黒
川

　博
隆

主

　
　事

　
　小
田
絵
里
香

桜江出張所
臨

　
　時

　
　本
山
眞
美
子

流 通 課
課

　
　長

　
　植
田

　
　淳

主

　
　任

　
　出
合

　元
明

主

　
　任

　
　三
上

　
　純

主

　
　任

　
　藤
原

　健
二

主

　
　任

　
　竹
﨑

　翔
平

美郷支所

現場技術員

支
所
長

　
　淺
原

　
　讓

係

　
　長

　
　日
野
原

　淳

係

　
　長

　
　藤
田

　悦
美

主

　
　任

　
　牧
田

　洋
平

主

　
　事

　
　坂
根

　
　潤

主

　
　事

　
　玉
岡

　
　優

技能職員
（利用間伐）

支
所
長

　
　佐
貫

　重
永

係

　
　長

　
　日
高

　直
喜

主

　
　任

　
　光
田

　大
輔

主

　
　事

　
　橋
田

　卓
也

主

　
　事

　
　鳥
居
美
都
紀

主

　
　事

　
　春
木

　健
太

技能職員
（地籍）

邑智郡森林組合組織図邑智郡森林組合組織図

稲
垣

　博
利

竹

　
　孝
弘

寺
本

　竜
治

椿

　
　貴
志

原
田

　
　孝

加
山

　竜
二

日
高

　
　保

戸
田

　勇
司

山
田

　祐
二

天
川

　恒
之

寺
本

　将
司

日
高

　甚
蔵

飯
石

　晃
一

石
田

　
　実

清
水

　省
二

若
宮
祐
次
郎

山
田

　竜
也

佐
々
木

　宏

日
高

　
　祐

現場技術員
児
島

　仁
志

中
村

　進
一

中
原

　祐
二

和
田

　弘
光

漆
谷

　大
樹

落
合

　将
克

太
田

　裕
介

中
村
美
樹
夫

中
原

　宏
樹

福
間

　智
輝

品
川

　光
広

吾
郷

　基
紀

小
野
寺
和
哉

田
原

　耕
三

森
脇

　祐
輝

チップ・林産・
バイオマス・堆肥

服
部

　恵
二

日
高

　辰
司

平
床

　真
司

平
岡

　栄
治

大
賀

　尚
輝

片
平

　成
也

金
山

　慎
也

高
橋

　光
一

泉

　伸
司
郎

倉
吉

　
　勉

石
田

　弘
一

松
﨑

　優
作

政
木

　
　亮

内
ヶ
島
崇
志

竹
﨑

　絢
二

日
高

　
　隼

黒
石

　卓
也

現場技術員
松
嶋

　
　啓

菅
田

　光
男

内
藤

　由
人

菌床
センター
泉

　
　竜
也

野
口

　謙
一

野
口

　康
雄

近
藤

　靖
彦

畑
野

　
　聖

髙
橋

　武
孝

川
本

　
　淳

増
谷

　秀
之

佐
々
木
龍
馬

宮
崎

　進
也

松
岡

　昭
博

吉
川

　
　輝

伊
藤

　達
也

現場
技術員
三
上

　文
明

上
田

　正
徳

木
村

　隆
詞

林

　
　義
幸

森
橋

　敏
士

内
ヶ
島

　明

技能職員
（利用間伐）
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平
成
₂₉
年
４
月
１
日
付
に
て
入
組
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
人
紹
介小

お

田
だ

 絵
え

里
り

香
か

（本所 整備課）

４
月
よ
り
入
組
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
所 

整

備
課
の
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
日
々
で
す
が
、
常
に

向
上
心
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
み
、
皆
様
に

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玉
たま

岡
おか

　　優
ゆう

（美郷支所）

４
月
よ
り
美
郷
支
所
の
勤
務
に
な
り
ま
し
た

玉
岡
で
す
。
入
組
し
て
３
カ
月
が
経
ち
、
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
中
で
す

が
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
地
域
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
方
に
は
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
多
々
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
々
精

進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

黒
くろ

石
いし

　卓
たく

也
や

（チップ工場）

４
月
よ
り
入
組
し
ま
し
た
黒
石
で
す
。
前
職

も
林
業
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
活
か

し
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今回は研修で学んだ、シカの生態についてお話ししたいと思います。
ニホンジカは、日本特有のシカではなく、中国やロシアにも生息しており、亜
種として現在、エゾシカ、ホンシュウシカを含め７種が生息し、総称してニホン
ジカ（以下シカ）と呼んでいます。シカは北の方のものほど個体が大きく、最大
のエゾシカは140㎏に対し、最小は九州に生息するシカで30㎏ほどです。

①�食性　草食動物でほとんどの植物の葉や樹皮、根、果実も食べます。また近年、環境に対応するように
なり、毒を有するトリカブトや、今まで食べなかった植物も食するようになっています。また、冬季に
食べる物がなくなると、落ち葉など餌としてとるようになります。
　�　基本的に日中・夜間を問わず、一日中食べては休みを繰り返しています。日中は山林内で下層植物を
食していますが、人が活動しない夜間に平地な人里に下りてきて、農作物を食したりします（シカも平
地を好み安全と判断すると、ずっと居続けることもあります）。そのため、夜間に道路付近で見かける
方も多いのではないでしょうか。
②�繁殖特性　10月に交尾期のピークを迎え、約７カ月の妊娠期間を経て、５月から７月に出産します。
栄養状態により１歳から妊娠可能になり、毎年１頭出産します。寿命は地域によりますが、平均して
16歳前後、最高でも30歳の妊娠を確認していて、１頭が平均しても生涯16頭は出産する計算になりま
す。また、一夫多妻制であり、ハーレムを作り１頭のオスが複数のメスを妊娠させます。
③�行動特性　縄張りを持たず、群れで行動して、季節・餌の量により２㎢～100㎢移動します。特に冬季
は大きく移動し、地域によっては100頭/㎢になることもあります。

以上のように、シカは環境へ順応する力が非常に高く、特性を把握することが対策を立てることの第一歩だと思います。
　次回はシカの被害状況について述べたいと思います。� （橋田）

鳥獣被害対策コーディネーター等育成研修を受けて（第２回）

シ
カ
の
生
態
的
特
徴
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森林保険キャラクター マモルくん

写真：雪害の状況
「森林保険」は猪・鹿といった獣害は対象と
なりません。

島根県では毎年、気象災害で（雪
害・干害）約１千万円の保険金が、
森林所有者へ支払われています。
〝森林保険＂は雪害・火災等から
皆様方の大切な森林を守ります！

“しまねの素晴らしい風景”
この風景を育んでいるのは、

森林の恵です。

森林についての火災、気象災、噴火災による
損害を補償

雪害

火災

干害

潮害 噴火

凍害

水害

風害

「森
しん
林
りん
保
ほ
険
けん
」に加入する場合の一例です！　面積1.00ha　評価30％

◇保険期間＝３年間　◇補償額＝３年間　◇払込保険料は３年分一括の保険料です。

間伐実施後は、風害・雪害などの被害に遭う確率が高くなりますので、保険加入をお勧めします。
樹種：スギ（切捨て間伐をした時の加入）　面積：1.00ha　　限度の30％で加入（付保率）
契約時林齢：25年　　　　　保険期間：３年
支払われる保険金は全損の場合、83.7万円　 ■保険金は、最低4,000円からお支払いします。

３年分の一括払の場合の掛金　　⇒⇒⇒⇒　6,660円（１カ月当たりわずか185円）

樹種 ス　　ギ 樹種 ヒ ノ キ
加入 
林齢

保険金額　
（補償額）

保険料（掛金）　　　　
３年分一括

加入 
林齢

保険金額　
（補償額）

保険料（掛金）
３年分一括

21 825,000 円 6,600 円 21 852,000 円 6,816 円
22 825,000 円 6,600 円 22 852,000 円 6,816 円
23 825,000 円 6,600 円 23 852,000 円 6,816 円
24 837,000 円 6,628 円 24 897,000 円 6,924 円
25 837,000 円 6,660 円 25 897,000 円 7,041 円
26 837,000 円 6,696 円 26 897,000 円 7,176 円
27 837,000 円 6,696 円 27 897,000 円 7,176 円
28 837,000 円 6,696 円 28 897,000 円 7,176 円
29 852,000 円 6,732 円 29 954,000 円 7,312 円
30 852,000 円 6,771 円 30 954,000 円 7,461 円
31 852,000 円 6,816 円 31 954,000 円 7,632 円
32 852,000 円 6,816 円 32 954,000 円 7,632 円
33 852,000 円 6,816 円 33 954,000 円 7,632 円
34 873,000 円 6,866 円 34 1,029,000 円 7,812 円
35 873,000 円 6,921 円 35 1,029,000 円 8,007 円
36 873,000 円 6,984 円 36 1,029,000 円 8,232 円
37 873,000 円 6,984 円 37 1,029,000 円 8,232 円
38 873,000 円 6,984 円 38 1,029,000 円 8,232 円
39 897,000 円 7,041 円 39 1,119,000 円 8,448 円
40 897,000 円 7,104 円 40 1,119,000 円 8,682 円
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985

美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064
お問い合わせ先

 〈表紙紹介〉

センダン造林の試み
セ ン ダ ン は、30

年ほどで収穫伐採す
ることができます。
近年、全国的に注目
されている早生樹で
す。

県内では、ほとん
ど造林された例はあ
りませんが、当組合
では県の助言を受け
つつ、試験的に造林・
保育を行っています。

（平成30年４月１日採用）

◆詳しくは、本所総務課またはハローワーク川本へお問い合わせください。◆

職員・従業員募集のお知らせ
職　　　　種 職員（現場管理事務） 従業員（山林作業・工場作業）
採用予定人数 ２～３名 ２～３名

応 募 資 格

高卒程度の学力を有する者
（平成30年３月卒業見込みを含む）

経験２年以上の者、または林業関係の学校教育
修了者及び農林大学校林業科卒業者

（平成30年３月卒業見込みを含む）
普通自動車運転免許必須（AT限定不可）

18歳～25歳
（平成４年４月２日～平成12年４月１日生まれ）

18歳～39歳
（昭和53年４月２日～平成12年４月１日生まれ）

応募受付期間 平成29年８月１日（火）～
平成29年10月10日（火）

平成29年８月１日（火）～
平成29年９月16日（土）

試　 験　 日 平成29年10月23日（月）午前９時 平成29年９月30日（土）午前９時
試 験 内 容 筆記試験・作文・面接
応 募 方 法 組合規程の応募用紙に履歴書（直筆）を添えて応募

※当組合では、農林大学校への推薦を行っています。費用については、各制度もありますのでご相談ください。
　また、現場技術員（山林作業）の募集も随時行っております。
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このたび、当組合桜江出張
所を桜江総合センター（旧桜
江町役場）３階に移転いたし
ました。今後とも一層のご支
援ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

【新住所】邑智郡森林組合 桜江出張所
〒699-4226　島根県江津市桜江町川戸11番地１
TEL （FAX兼）�0855-92-0064（電話番号の変更はありません）
７月３日より業務を開始しております。

AコープAコープ

旧所在地

桜江大橋

桜江総合センター3F
邑智郡森林組合
桜江出張所

41
261

川
戸
駅

J
R
三
江
線

桜江出張所移転の
お知らせ
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